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京大東アジアセンターニュースレター   第 469号   






○ ミャンマー関係 映画鑑賞案内 












2013 年 7 月 13 日(土) 13 時 30 分 














司会  京都大学大学院経済学研究科 教授 宇仁宏幸 
 
13:30-13:40 
挨拶：京都大学大学院経済学研究科 研究科長 教授 植田和弘 
  
13:40-14:40 


















     
17:00-18:30 
懇親会 於時計台記念館 2階国際交流ホール 
司会 大和ハウス工業株式会社顧問/東アジア経済研究センター協力会理事 河合司二 





第 5 回 アジア中古車流通研究会 
主催 ： 京都大学東アジア経済研究センター 
後援 : 京都大学東アジア経済研究センター協力会 
 
2013 年 5 月 25 日(土) 13 時 
 
於 京都大学経済学部 みずほホール (法経東館地下 1 階) 
 
 
司会 大阪商業大学 教授 孫飛舟 
 








３．報告          
 13:30-16:15 
□三嶋恒平 (慶應大学) 
   ミャンマーのオートバイ事情 
□松岡憲司 (龍谷大学) 
   ミャンマーの産業についてー投資環境と中小企業を中心にー 
 □富山栄子 (事業創造大学院大学) 
   ミャンマー自動車市場を訪れて 
 □木村将裕 (住友商事) 
   ミヤンマーの金融事情と販売金融現況 
□山本肇 (鹿児島県立短期大学) 
   ミャンマーの自動車産業-政策、発展史、今後の展望 
□塩地洋 (京都大学) 
   ミャンマー自動車流通調査から見えてきたこと 



















                                                             小島正憲 
《 邦画 》                                                                      
１. 「異国に生きる 日本の中のビルマ人」   ２．「ビルマの竪琴」 １９５６年版・１９８５年版 
３．「花と兵隊」   ４．「血の絆」（未鑑賞） 
《 洋画 》 
   ５. 「ビルマ VJ 消された革命」   ６．「ビルマ、パゴダの影で」   ７．「ラングーンを越えて」 
  ８．再掲載  「The Lady アウンサンスーチー 引き裂かれた愛」                                                                     
 





































































































８．再掲載  「The Lady アウンサンスーチー 引き裂かれた愛」                 ２９．AUG．１２ 































































いる。フカヒレスープが 78 ドル、アワビと海鮮鍋が 88 ドルなど。このレストランのアシスタントマネージャーの Neak 
Sophea さんは、「お客様はほぼ外国人で、その中でも中国人が特に多い」と話している。 
その一方、写真はプノンペン経済特区のとある工場外の光景。袋詰されたカレーは一袋1,000リエル(約25円)で売
られている。ここで露天商がカレーを売るために、工場から権利を買い商いしている。Thy Bun Thoeun さんは、
Evergreen Industrial garment社の横にある広場で、昼食を頬張る労働者の１人である。「これらの食べ物は、家で作ら
れここまで持って来て売られている。衛生面には問題があるとは思います。でも、私には他に選択肢はありません。こ
こで毎日 500 リエルから 1,000 リエルを昼食代として費やしています」と話した。そして、午後の腹痛と、嘔吐感は彼女
には珍しい事ではないと言う。5月から最低賃金が 75ドルに上がり、以前より 14 ドルの上昇となるが、彼女は「毎回自
炊する時間の余裕がない」と話す。一方、労働者グループの American Center for International Labor 
Solidarity(ACILS)は、「賃金が上がれば、それにつられて食べ物の値段も上がる」とも話す。 
Evergreen社横の広場で商いをしている Moung Sam Eng さんは、毎日 160食を売り切っていると言う。「この仕事を
始めてから、この場所代として 280 ドルを払いました」と述べ、この場所を利用するために毎月 10 ドルを支払っている








２．4/26、Hung Wah I 工場にてストライキ 
Hung Wah I縫製工場で働く 2000人以上の労働者が Por Sen Chey工場周辺で抗議活動を行なった。理由は、会






をしている。「私たちが求めているのはひとつだけです。契約を終了した際に支払われるべきお金です。1 年に 150 ド





話をしている。Hung Wah I社のマネージャーからのコメントはまだない。 
 
３．4/30、D&L Ultimat工場にてストライキ 
プノンペンの D&L Ultimate 工場において、300 人以上の縫製
業労働者が抗議活動を行なった。彼らの要求は、工場内で新しく
組織した労働組合の新リーダーに選ばれた労働者の復職である。









件が受け入れられるまでストライキを続ける予定でいる」と言う。また D&L Ultimate社はコメントを拒否している。 
 
４．4/22、クメール語がグーグルで対応開始 
Googleが 4月 19日より翻訳サービスを行っているウェブサイト Google Translateにおいて、クメール語の対応をス
タートさせた。このサイトで取り扱われる言語は、クメール語で 66 カ国語目となり、アゼルバイジャン語やウルドゥー語








今年 3 月にプノンペンで日本国籍のキタムラコウセイさん(44 歳)を殺害した容疑で、In Sok Chheng（22 歳）と Pov 
Noch（28歳）、そして 3人目の男が逮捕され、Prey Sar刑務所に送致された。プノンペンの裁判所は 3人に対し違法
武器使用、強盗、故意の殺人といった容疑をかけて、Prey Sar刑務所にある代用監獄に送った。しかし他 2人がいま
だ逃走中であるようだ。 
内務省の Internal Security Police Departmentに勤める Chhay Sinarith氏は、In Sok Chheng(22)と Pov Noch(38)、
そして名前の特定されていない 25歳の男の 3人は、日本国籍のキタムラコウセイさんを、ストリート 288にある Maliya 
Apartment complexの正面で襲撃し、発砲したとしている。このアパートがある Boeung Keng Kang Iは、普段はとても
穏やかで静かな地域である。トュクトュクの運転手も負傷しているこの発砲事件は、3月 3日の早朝に起こったもので、
キタムラさんが 4つの弾丸を身体に受けて搬送中に死亡している。捜査の結果、警察はMeanchey地区にある借家に






































カンボジア商務省の輸出データによると、今年最初の 3 ヶ月ですでに輸出額は計 16 億 5 千ドルを超えており、昨年
同時期の 13億 6千ドルを大きく上回った。 
 
８．最近の外資の進出状況 








BPC Trading と Vinamilk は、工場設立のための新会社 Khmer Dairy 
Products を通して共に事業を行っていくための合併事業計画に来月サインをする予定でいる。「この会社の 51％は
Vinamilk に保有されることとなり、来年末には工場での生産をスタートできるでしょう。我々は Vinamilk 社の製品をもう
長いことカンボジアで販売しています。よく売れているので、ここに工場を建てたらいいのではと考えました」と Manoj
氏は述べている。Vinamilkのチェアマンである Mai Kieu Lien氏の話では、会社がカンボジアに輸出している乳製品
の総額は毎年 4000 万～5000 万ドルにまで上っているという。新工場建設にかかる費用や製品の生産量などに関し













































































2005年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
12月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
2011年 9.2            
1月   19.9 4.9 23.7 65 37.7 51.4 16.6 11.4 17.3 16.9 
2月  14.9 11.6 4.9 － -73 2.3 19.7 -10.9 32.2 15.7 16.2 
3月 9.7 14.8 17.4 5.4 31.2 1 35.8 27.4 10.5 32.9 16.6 16.2 
4月  13.4 17.1 5.3 37.2 114 29.8 22.0 8.2 15.2 15.4 15.8 
5月  13.3 16.9 5.5 33.6 130 19.3 28.4 12.1 13.4 15.1 15.4 
6月 9.5 15.1 17.7 6.4 11.8 223 17.9 19.0 6.6 2.8 15.9 15.2 
7月  14.0 17.2 6.5 27.7 315 20.3 23.0 2.7 19.8 14.7 15.0 
8月  13.5 17.0 6.2 33.4 178 24.4 30.4 6.4 11.1 13.6 14.8 
9月 9.1 13.8 17.7 6.1 27.3 145 17.0 21.1 -3.5 7.9 13.1 14.3 
10月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012年             
1月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013年             
1月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 




されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
